
 

 

 

 

 

 

平成２４年２月 

 
 

               

逗子市教育委員会定例会 

 

 

平成２４年２月１６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗子市教育委員会 



 1 

 

会 議 録 

 平成24年２月16日逗子市教育委員会２月定例会を逗子市役所５階第７会議室に招集した。 

 

◎ 出席者 

  委 員 長                         竹 村 史 朗 

  教 育 委 員                         山 西 優 二 

  教 育 委 員                         桑 原 泰 恵 

  教 育 委 員                         横 地 みどり 

  教 育 長                         青 池   寛 

  教 育 部 長                         柏 村   淳 

  

 教 育 部 次 長                                       

    学校教育課長事務取扱                       

  教 育 総 務 課 長                         原 田 恒 二 

  学 校 教 育 課 主 幹                         吉 川 裕 美 

  社 会 教 育 課 長                         翁 川 昭 洋 

  教 育 研 究 所 長                         鹿 嶋 真 弓 

  教 育 研 究 所 副 主 幹                         池 上 慎 吾 

  図 書 館 長                         小 川 俊 彦 

  図 書 館 館 長 補 佐                         鈴 木 幸 子 

  市民協働部担当部長                         森 本 博 和 

  市民協働部文化振興係長     内 田 典 久 

  市民協働部スポーツ課長     宮 崎   豊 

  福祉部児童青尐年課長                         山 田   隆 

 

  事務局 

  教育総務課課長補佐                         浅 羽 弥栄子 

  教 育 総 務 課 主 任                         土 屋 直 之 

 

 

奥 村 文 隆 
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◎ 開会時刻    午後１時３０分 

◎ 閉会時刻    午後３時１６分 

 

◎ 会議録署名委員決定  山西委員、横地委員 
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 会議に先立ち、傍聴の皆様にお願いいたします。傍聴に際しては、入口に掲示されており

ます注意事項をお守りくださるようお願いいたします。なお、報道関係者以外の録音、写真

撮影につきましては、許可しておりませんので、御了承ください。また、教育委員会の議決

により、秘密会にすべき事項と思われる案件が出されたときには、退場いただく場合があり

ますので、御了承ください。 

 

 定足数に達しておりますので、ただいまから平成24年逗子市教育委員会２月定例会を開会

いたします。 

 それでは会議に入ります。本日の会議日程はお手元に配付したとおりでございます。 

 会議規則により、本日の会議録署名委員は山西委員、横地委員にお願いいたします。 

 これより会議日程に入ります。 

 初めに、本日の審査順序を決めたいと思います。本日の案件のうち、日程第５「報告第３

号」は県費負担教職員の４月人事に関する案件のため、秘密会を予定しています。他の日程

を先に行い、最後に日程第５の審議を行いたいと思います。 

 お諮りします。本日の審議は、日程第４の次に日程第６から日程第11までを行い、最後に

日程第５の順序で行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 はい、ありがとうございます。そのように進めさせていただきます。 

 

 

 

 それでは、日程第１「12月定例会会議録の承認について」を議題といたします。 

 委員にはお手元の会議録をごらんいただくようお願いいたします。 

 会議録について御異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 御異議ないようですので、12月の定例会は承認いたします。 

 横地委員、桑原委員は会議録に御署名ください。 
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 続きまして、日程第２「１月定例会会議録の承認について」を議題といたします。 

 委員にはお手元の会議録をごらんいただくようお願いいたします。 

 会議録について御異議ございませんか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 御異議ないようですので、１月定例会会議録は承認いたします。 

 桑原委員、山西委員は会議録に御署名ください。 

 

 

 

 続きまして、日程第３「教育長報告事項について」を議題といたします。 

 教育長から報告をお願いいたします。 

 

 それでは、第２回教育長の報告をさせていただきます。第２回県市町村教育委員会が２月

９日、県立歴史博物館で行われました。その内容を御報告いたします。 

 １つ目は、平成24年度県教育委員会の当初予算案の重点的な取り組みについて、その中で、

心ふれあう教育の推進では、学校現場において命の大切さを学ぶ命の授業の実施を行う。い

じめ、暴力行為対策の推進と不登校の対忚を行う。特別支援教育の充実を行う。小学校２年

生の35人以下学級への対忚では、国からの加配定数を活用して教員数175人を増員する。学

校における食育を充実するための栄養教諭の配置を114人増員し、166人の体制をつくる。こ

れがまず１つ。 

 ２つ目は、学校における防災教育指導教材を防災教育の推進に学級活動、道徳、学校行事、

教科等で広く活用してほしい。 

 ３つ目は、教職員の不祥事ゼロ運動についてです。その中で、各学校で緊急事故防止会議

の実施を行い、危機意識や規範意識の醸成をする。職員会議や朝の打ち合わせでも、注意喚

起を行ってほしい。校内研修の改善、特に若手教員の相談体制の充実を図ってほしい。 

 ４つ目は、来年度からの管理職、特に教頭制度については、来年度早々に具体的な内容を

提示するが、教頭への公募をするようにお願いしたい。これはお願いです。 

 ５つ目は、公立学校の入学者の選抜については、リーフレットを作成したので、関係者に
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周知してほしいなど話がありました。 

 11月の教育委員会以降の行事では、１月25日、久木小学校で教育研究発表、１月28日、16

回ディベート大会がありました。２月２日、受託研究発表、久中、沼中、逗子小、久木小、

沼小の５校です。２月９日、市内教育長会議があって、先ほどのような話がありました。そ

れから、２月の12日、秦野市中央運動公園から、県立相模湖公園までのかながわマラソンに

本市からも出場しました。以上のような行事が行われましたことを報告しておきます。以上

です。 

 

 はい、ありがとうございます。本件について御質疑、御意見はありませんか。 

 

２月９日の御報告で、命の授業というんですかね、いくつかあったと思うんですが、これ

は具体的に逗子市での教育のほうにもおりてくるというか、生かしていくということになっ

ているんですか。 

 

 ディベート等を含めた心の教育を、授業などで今まで以上に充実してほしいというような

ことです。いろいろな書類も来ていますので、各学校に伝えてあります。 

 

 今後そういったものを。 

 

 今までやってないんじゃなくて。 

 

 さらにということですね。ありがとうございます。 

 

 ほかに何かありませんか。 

 １つお聞きしてよろしいですか。不登校の問題で、現状、研究所のほうではどのような問

題点等、あったら教えていただきたいんですけれども。活動の内容等。 

 

 不登校のお子さんについては、適忚指導教室があります。それからもう一つは、相談事業

です。相談事業のほうは、親面談、子面談という形で担当者を変えてやっています。そこで

きちんと対忚した上で、「なぎさ」がいいのか、学校に戻した方がいいのか、あるいはフリ
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ースクールがいいのか、また、医療機関につないだ方がいいのか考えていきます。中学生は

進学も考えに入れたとりくみを行っています。また校外活動によって活動範囲を徐々に広げ

ていけるよう、参加を促しています。 

 

 ありがとうございます。問題点といいますか、ここが今、どうしても必要なことなんだけ

れども、こういうことがあるから、今の時代の中で新しい問題点が出てきたとか、そういっ

たことがもしあったら教えていただければなと思います。 

 

 いくつかあるんですけれども、１つはやはり発達障がいの件なんですけれども、発達障が

いの早期発見・早期対忚がなされていれば、かなりの部分が救えたかなと思うので、そのた

めに現在取り組んでいるのが支援教室を活用した支援教育です。特に支援教育が必要な段階

のシステムを構築しながら、各学校に不登校児対忚のためのスーパーバイズを行いながら進

めているのが現状です。 

 あとは、福祉との連携をしなくてはということで、療育と教育、あるいは就学相談の中で

は、かなり丁寧に行いながら、この子への教育はどこで担うのが一番いいのかということを

考えています。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ちょっとこの事業概要のところで伺おうかと思っていたんですけれども、やはり不登校で

すとか、適忚指導と関連で、今もちょっとあったように、保護者の意識ですとか、保護者の

ケアとか、そういったものも重要になってくるかと思うんですね。それは不登校もそうです

し、いわゆる発達障がいも。そういったところを今、何か活動の中でやられていたりとか、

課題としてとらえられていることがあれば、ちょっと伺いたいと思います。 

 

 福祉部の子育て支援課とは福祉的支援が必要な事業、特に家庭での支援については、連携

をもちながら進めております。特に最近は虐待やネグレクトなどの報告が多くなってきてお

りますので、そのような事案は、研究所と関係各機関等でケース会議を開き、対忚にあたっ

ています。 

 また、研究所では、子どもの担当、親の担当と相談員を分けて対忚し、子どもだけでなく、



 7 

親のケアについても、慎重に相談を進めております。 

 さらに、市民や保護者を対象に、子育て講演会を開催しております。これまでは年間を通

してテーマを決めていたのですが、今年度は喫緊の教育課題であるとか、保護者のニーズに

忚じた内容を盛り込みながら開催してきました。今年度につきましては４回実施しました。 

 

 ありがとうございました。今、子どもたちのみならず、成人でも発達障がいの問題という

のは随分クローズアップされているところでは、家族の負担、大きいものだと思うので、教

育委員会の中でもそういったテーマが広がりつつあるので、子どももそうだし、家庭のフォ

ローというのも必要かなと思いましたので、今後皆さんとまた協力していければと思ってい

ます。 

 

 ほかに御質問、御意見ありませんか。 

 よろしいでしょうか。御質疑、御意見がないようですので、教育長報告事項についてを終

わりといたします。 

 

 

 

 日程第４「報告第２号平成24年度全国学力・学習状況調査の実施について」を議題といた

します。事務局より報告をお願いいたします。 

 

 それでは、報告第２号平成24年度全国学力・学習状況調査の実施についてを御説明いたし

ます。 

 文部科学省から平成24年度全国学力・学習状況調査の実施について、お手元別添のとおり

通知がございまして、抽出校を久木小学校及び久木中学校と決定するについて、緊急を要し

たため、逗子市教育委員会教育長に委任する事務等に関する規則第３条第１項の規定に基づ

き、教育長の臨時代理により行いましたので、同条第２項の規定に基づき報告をし、承認を

求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

 本件について御質疑、御意見はありませんか。 
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 今回、久小と久中ということになりますが、これは毎年これから３年もしくは５年という

形で小・中の学校をまわすとか、そういうことは決まっているんでしょうか。 

 

 24年度実施につきましては、今お話しした２校ということで、これは国から県を通じて抽

出校として指定をしてきたものでございます。今後につきまして、小１・中１なのかどうか

についてはわかりません。科目数につきましても、23年度は東日本大震災の影響で中止とい

うことでございましたが、当初の予定では国語、算数・数学、それぞれＡ問題、Ｂ問題とい

うことでしたが、24年度につきましてはそれにプラスをして理科が加わると。ただ、今後も

その３教科かどうかということにつきましては、今の段階では未定ということでございます。 

 

 私のほうから１つ。学校側としての要望みたいなものは、毎年若干違ってくるのかもしれ

ませんが、近々のところではどうなんでしょうか。 

 

 この全国学力・学習状況調査につきましては、今お話ししましたように、なかなか実施の

手法がまだ確定してこない。年度年度、流動的な部分がございますので、委員会としてもそ

うですし、学校としましても毎年実施、必ず実施というような要望というのは、特には上が

っておりません。ただ、県の学習状況調査につきましては、24年度から以前と同じく小学校

４教科、中学校５教科で実施をするということでございますので、現在市立の小・中学校で

実施をしていくということで予算計上しております。 

 

 ほかに何か御質疑、御意見はありませんか。 

 よろしいですか。それでは、本件につきまして承認をすることでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 御異議がないようですので、承認することに決定いたしました。 

 

 

 

 続きまして日程第６「報告第４号逗子市立図書館協議会条例の一部改正の申出について」

を議題といたします。事務局より報告をお願いいたします。 



 9 

 

 報告第４号逗子市立図書館協議会条例の一部改正の申出について御報告いたします。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律の公布に伴い、逗子市立図書館協議会条例について改正の必要が生じ、同条例の一部改

正の申し出については緊急を要したため、逗子市教育委員会教育長に委任する事務等に関す

る規則第３条第１項の規定に基づき、別紙のとおり１月24日付で教育長の臨時代理により行

ったもので、同条第２項の規定に基づき報告し、承認を求めるものです。 

 それでは、逗子市立図書館協議会条例の一部改正につきまして御説明申し上げます。図書

館法第15条と第16条が改正され、法律では図書館協議会委員の任命基準がありましたが、委

員の任命の基準が法改正により自治体の条例で定めることとなったことから、逗子市立図書

館協議会条例の一部を改正し、委員の任命の基準を規定するものです。以上です。 

 

 はい、ありがとうございます。本件について御質疑、御意見はありませんか。 

 よろしいでしょうか。御質疑、御意見がないようですので、本件については承認すること

でよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 御異議がないようですので、承認することに決定いたしました。 

 

 

 

 

 続きまして、日程第７「報告第５号議案（逗子市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部改正及び逗子市立図書館協議会条例の一部改正について）作成に関する逗

子市教育委員会の意見聴取に対する回答について」を議題といたします。事務局より説明を

お願いします。 

 

 報告第５号議案（逗子市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正及

び逗子市立図書館協議会条例の一部改正について）の作成に関する逗子市教育委員会の意見

聴取に対する回答について報告申し上げます。 
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 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条に基づく議案（逗子市非常勤特別職職員

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正及び逗子市立図書館協議会条例の一部改正につ

いて）作成に関して意見を求められ、その回答に緊急を要したため、逗子市教育委員会教育

長に委任する事務等に関する規則第３条第１項の規定に基づき、別紙のとおり平成24年２月

７日付で教育長の臨時代理により行いましたので、同条第２項の規定に基づき報告し、承認

を求めるものです。 

 それでは、対象となる条例の改正内容について御説明いたします。逗子市非常勤特別職職

員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正については、文化振興基本計画が策定され、

その調査・評価等を行う組織として委員会が設置されることから、当該委員を逗子市非常勤

特別職職員と位置づけ、報酬等を支払うことを規定するものです。 

 逗子市立図書館協議会条例の一部改正については、報告第４号で説明しましたとおり、地

域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律

が公布されたことに伴い、新たに委員の任命の基準を規定する必要が生じたため改正するも

のです。 

 以上で報告を終わります。 

 

 はい、ありがとうございます。本件について御質疑、御意見はありませんか。 

 御質疑、御意見がないようですので、本件については承認することでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 御異議がないようですので、承認することに決定いたしました。 

 

 

 

 続きまして、日程第８「報告第６号議案（平成23年度逗子市一般会計補正予算（第６

号））作成に関する逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について」を議題といたしま

す。事務局より報告をお願いいたします。 

 

 報告第６号議案（平成23年度逗子市一般会計補正予算（第６号））作成に関する逗子市教

育委員会の意見聴取に対する回答について報告申し上げます。 
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 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条に基づき、市長から議案（平成23年度逗

子市一般会計補正予算（第６号））の作成に関して意見を求められ、その回答に緊急を要し

たため、逗子市教育委員会教育長に委任する事務等に関する規則第３条第１項の規定に基づ

き、別紙のとおり平成24年２月６日付で教育長の臨時代理により行いましたので、同条第２

項の規定に基づき報告し、承認を求めるものです。 

 それでは、議案の内容について説明いたします。平成23年度逗子市一般会計補正予算（第

６号）に関する説明書、こちらをごらんください。歳出について御説明を申し上げます。説

明書の18ぺージ、19ぺージをお開きください。第９款教育費、第２項小学校費、第１目学校

管理費につきましては、学校施設整備事業の事業費の確定のため、特定財源を減額する財源

更正を行うものです。起債対象事業については、市債を減額し、９月定例会において報告い

たしました補正予算（第３号）による小坪小学校の避難路につきましては、事業費が確定し

たことにより、県の子育て支援事業市町村交付金の額を減額するものです。 

 第３項中学校費、第１目学校管理費につきましては、小学校費同様に学校施設整備事業の

事業費の確定のため、起債対象事業の市債を減額したものです。また、県支出金1,200万円

につきましては、久木中学校木造校舎解体撤去工事に、前に述べました子育て支援事業市町

村交付金を充てることとなったものです。 

 以上で報告を終わります。 

 

 はい、ありがとうございました。本件について御質疑、御意見はありませんか。 

 よろしいですね。それでは、御質疑、御意見がないようですので、本件については承認す

ることでよろしいでしょうか。 

                （ 全員異議なし ） 

 承認することに決定いたしました。 

 

 

 

 続きまして、日程第９「報告第７号議案（平成24年度逗子市一般会計予算）作成に関する

逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について」を議題といたします。事務局より報告

をお願いします。 
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 報告第７号議案（平成24年度逗子市一般会計予算）作成に関する逗子市教育委員会の意見

聴取に対する回答について御報告申し上げます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条に基づき、市長から議案（平成24年度逗

子市一般会計予算）作成に関して意見を求められ、その回答に緊急を要したため、逗子市教

育委員会教育長に委任する事務等に関する規則第３条第１項の規定に基づき、別紙のとおり

平成24年２月６日付で教育長の臨時代理により行いましたので、同条第２項の規定に基づき

報告をし、承認を求めるものでございます。 

 それでは、尐し長くなって恐縮ですが、平成24年度逗子市一般会計予算中、教育委員会所

管の歳出予算について御説明申し上げますので、お手元にございます横長の「予算書及び予

算に関する説明書」から抜粋したものをごらんください。平成24年度の第９款教育費予算は、

全体で15億234万1,000円、前年度比536万7,000円、0.36％の増となっております。 

 最初の129、130ぺージ、第１項教育総務費、第１目教育委員会費は、教育委員４名分の報

酬のほか、教育委員会開催等に要する経費の計上でございます。 

 131、132ぺージ、第２目事務局費は、事務局職員給与費及び事務費等の計上で、前年度に

比較して156万8,000円の増となっておりますが、これは人事異動等による給与費の増額が主

なものです。 

 133、134ぺージ、第３目教育指導費は、奨学金支給等の就学事務費及び学校教育調査・研

究、国際教育の充実、特別支援教育の充実、尐人数指導における教員の派遣、学校支援地域

本部の充実等、教育指導に要する経費で、前年度に比較して111万2,000円の微減となってお

りますが、事業内容についてはほぼ変更はございません。 

 135、136ぺージ、第４目教育研究所費は、教育研究所の運営に要する経費で、前年度に比

較して371万5,000円の増となっております。これは市立小学校スクールカウンセラーの配置

による給与費の増額、新規車両の導入が主な要因でございます。 

 139、140ぺージ、第２項小学校費、第１目学校管理費は、用務員の給与、小学校施設の維

持管理のほか、施設整備等に要する経費で、前年度に比較して2,751万8,000円の減となって

おります。これは前年度３校の用地に係る更新料として2,300万円の支払いがあったこと及

び学校施設整備事業が約300万円の減額となったことが主な要因です。 

 141、142ぺージ、第２目保健給食費は、給食調理員の給与を初め児童の健康管理及び学校

給食等に要する経費で、前年度に比較して1,461万8,000円の減となっておりますが、これは
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正規職員の定年退職による異動等及び給食室に配備されております大型機器の更新を前年度

行ったこと等から減額されたものでございます。 

 143、144ぺージ、第３目教育振興費は、小学校の特別支援学級の運営、教材・教具の整備、

コンピュータの維持管理、自然教室、芸術鑑賞等に要する経費で、前年度に比較して727万

円の減となっております。これは前年度に小学校の新学習指導要領が完全実施されたことに

伴い、指導書等の購入のため増額計上したものが、そのままマイナスとなったものです。 

 145、146ぺージ、第３項中学校費、第１目学校管理費は、用務員の給与、中学校施設の維

持管理のほか、施設整備及び管理用備品購入等に要する経費で、前年度に比較して2,770万9,

000円の増となっておりますが、これは増額部分が減額部分を上回った結果によるものです。

主な要因として、増額部分では久木中学校別棟の新築工事等から学校施設整備事業が前年度

比4,899万円増となっております。減額部分では、給与費の正規職員の１名減員、前年度の

学校施設維持管理事業において１校の用地に係る更新料支払いが1,111万円あったこと等に

よります。 

 147、148ぺージ、第２目保健給食費は、生徒の健康管理、保健等に関する経費で、ほぼ前

年度並みの計上となっております。 

 149、150ぺージ、第３目教育振興費は、中学校の特別支援学級の運営、教材・教具の整備、

クラブ活動に要する経費、コンピュータの維持管理、その他小学校費の事業とほぼ同様の経

費ですが、前年度と比較して361万円の増となっています。これは次年度から中学校の新学

習指導要領が完全実施されることにより、指導書等の購入のため増額計上したことによるも

のでございます。 

 151、152ぺージ、第４項社会教育費、第１目社会教育総務費は、職員給与費、社会教育委

員経費を初め、各種講座の開催、名越切通整備事業、池子遺跡群保護事業及び古墳整備事業

等の経費で、前年度に比較して945万9,000円の増額となっておりますが、これは古墳整備事

業の第１号墳整備工事等による文化財保護費の増額が主な要因です。 

 157、158ぺージ、第２目青尐年育成費は、逗子市青尐年指導員連絡協議会を初め青尐年団

体に対する補助金で、前年度と同額の計上となっております。 

 第３目図書館費は、スタッフの給与費、図書館活動及び施設の管理運営に要する経費で、

前年度に比較して136万5,000円の微増となっておりますが、これは非常勤職員の報酬改定、

異動による給与費の増額等によるものです。 

 159、160ぺージ、第４目公民館費は、小坪・沼間公民館におけるスタッフの給与費並びに
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図書の貸し出し、学級講座の開催、その他公民館の運営及び維持管理等に要する経費で、前

年度と比較して138万2,000円の減となっております。これは非常勤事務嘱託員の減員が主な

要因です。 

 161、162ぺージ、第５目郷土資料館費は、郷土資料館の運営管理に要する経費で、ほぼ前

年度並みの計上となっております。 

 163、164ぺージ、第５項保健体育費、第１目体育振興費は、市民の体育振興を図るために

要する経費で、前年度に比較して749万8,000円の増額となっておりますが、これは任期付職

員１名の増員が主な要因となっております。 

 165、166ぺージ、第２目体育施設費は、市立体育館の運営、維持管理に要する経費で、前

年度に比較して234万6,000円の増額となっておりますが、電気代の値上げによる光熱水費の

増及び次年度に改修工事２件を予定していること等が主な要因です。 

 続きまして、主要事業概要をごらんください。表紙を開きまして、職員給与費等を除く当

初予算要求額の合計ですが、財政当局及び理事者による査定の結果、昨年12月定例会におい

て説明をいたしました９億3,017万1,000円から7,290万7,000円減の８億5,726万4,000円に変

更されております。減額部分の主たるものは、教育総務課の学校施設整備事業で、査定の結

果、当該事業だけで5,631万円の減額となっております。なお、今年度当初予算との比較で

は1,539万円の増額となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

 

 はい、ありがとうございました。本件について御質疑、御意見、ございませんでしょうか。 

 

 いくつかあるんですけれども。そのうちの１つで、今、小学校の施設管理の予算もあった

んですけれども、いわゆる芝生化の課題がここ数年あったと思うんですが、それに対しての

来年度に向けての対忚がどのような状況になっているのかというのをちょっと伺えれば。 

 

 芝生化につきましては、今年とほぼ同じと言ってしまっていいのかもしれないんですが、

原材料費ですとか、それから肥料を買うための費用ですとか、そういったものを予算立てし

ております。基本的には今、行っている久木小学校の芝生化の維持管理のための経費を予算

計上しております。また、来年度につきましては、逗子中学校の一部を芝生化する予定にな

っておりますので、そちらのほうの芝生の購入代ですとか肥料代ですとかといったものを予
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算計上しております。 

 

 芝生に関しては、地域の方の御協力というものもあると思いますので、予算だけでない、

いわゆる横のつながりも見据えながら進めていければと思っております。 

 じゃあ次なんですが、中学校のほうなんですが、新学習指導要領に合わせて増額というお

話もあったんですが、一つ新しいところでは、保健体育のところで、武道の必修化というん

ですかね、そこでちょっとマスコミ等で私もインターネットなんかで調べたんですが、危険

性に対する新たな部分がクローズアップされてきたというのは皆さん御承知だと思うんです

けども、その中で、ちょっと柔道の部分がちょっと取り上げられることが多いようなんです

が、逗子の場合、先行して取り組まれていると思うんですが、改めてそういった安全性への

配慮ですとか、そういった指導に対しての取り組みですとか、そんなところをちょっと伺え

ればと思います。 

 

 逗子におきましては、今のお話にもございましたけれども、もう随分以前から選択の形で

はありますけれども、柔道ですとか剣道といった武道は体育の中で扱ってきているところで

す。その中で、安全性についてのノウハウや工夫といったところもつくってきておりまして、

23年度につきましては３校男女とも、前倒しの形で武道についてはもう既に取り組みをした

というところです。例えば投げ技を行うような場合には、下にいわゆるやわらかなマットを

敷いて、そこで行うということであるとか、それからもちろん受け身、礼法からきちんと入

るようなところでの安全の工夫が見られております。また指導者につきましても、基本的に

は体育の教員に有段者がおりますし、県のほうも24年度、23年度もですけれども、柔道につ

いての指導者講習会、研修会等を実施計画しておりますので、そういったところに積極的に

参加をしていただきたいというふうに考えております。 

 

 やはり安全を保つというのが第一だと思いますので、そういった意味でも引き続きそうい

った対処ですとか研修等をやっていただければと思っております。 

 あともう１点よろしいですか。図書館のほうでなんですけれども、子どもたちに関してな

んですが、現在子どもたちの利用というんですかね、なかなか活字離れと言われている中で、

年度も終わってくるというところで、そういった小学生、中学生ぐらいまでの利用ですとか、

そういったもので何か課題ですとか特徴があれば伺いたいと思います。 
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 過去１年間で言えば、尐し利用が減っております。全体に減っております。これは震災の

影響があったかもしれないと考えております。その中で子どもたちも当然、尐なくなってい

るんですが、逗子小学校の子どもたちはいつでも図書館、授業中でも使っていただいていい

というふうにお話ししてございます。それから、遠いところでも子どもたちを連れて先生が

図書館にお見えになるということもございますので、そういう取り組みをまず一つ、積極的

に進めていることと、それから学校図書館の図書については、調べ学習に必要なものを中心

にしてセット貸出という取り組みを昨年の秋から始めております。そういう形で、できるだ

け本に接する機会をふやしていきたいということを一つ考えております。それからもう一つ

は、親御さんも含めて子どもたちが本に接する機会をどうやって多く持ってもらえるかとい

うことで、子どもの読書推進計画も検討しておりまして、その中で子どもたちの読書のあり

方について、もう尐しきちんとした形で市としての方針が出せればということで今やってお

ります。 

 日常的には、特に逗子小が近いものですから、子どもたちは夕方帰りがけにかなりたくさ

ん寄ってくれるんですが、授業時間が大変長引いておりまして、３時半を過ぎないと子ども

たちが来れないというような状況があります。学校の授業の時間が増えたということです。

おはなし会を３時からやっていたんですけれども、それではもう間に合わないというような

状況もありますので、そのあたりの学校の授業の状況を見ながら、改めてどうしたらいいか

ということを検討する必要があると思っています。 

 

 わかりました。 

 

 ほかに何かありますか。 

 

 先ほど御報告の中で、次年度の予算要求に対して約7,900万の減額で、その多くは学校施

設に関係するものだというお話があったと思うんですが、何か本年度…次年度に向けて新規

に予算要求したものの、24年度では十分に予算がつかなかったという何か項目があれば、お

教えいただけるならば、尐しどういう項目が出ているのか。いかがでしょうか。 

 

 金額的なものを減らされたということと、あと項目的なものもありますけれども、落とさ
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れた項目についてお話を。 

 

 簡単で構いません。 

 

 例えば小学校費の中で言いますと、こちらから要求していたものの中で、逗子小学校の校

庭の散水施設設置工事。小坪小学校で教室の掲示板、池子小学校の普通教室の床の改修工事、

それから逗子小を除く４校の特別教室に空調機を設置しようということで要求したんですが、

それも今回はカットされております。中学校で言いますと、逗子中学校の体育館の天井の改

修、沼間中学校では下駄箱の改修、それから全校になりますけれども、トイレセンサーの取

りかえ工事というのが査定の結果落とされております。以上でございます。 

 

 今のは大体施設関係ですね。施設関係以外では何かあるんですか。どんなものか。 

 

 今回大きな部分というのは、そういった改修工事ですとか、主にその施設整備に関する部

分が主でございます。 

 

 私、会計のことはちょっと詳しくないのであれなんですが、一番最後に体育館のところで、

電気代が上がったのでというふうなお話だったと思うんですね。そして中学・小学校ですと、

多分キュービクルがあって、大口で電気代が値上がるというのが非常に今、問題になってい

ると思うんですけれども、この会計の中には電気代はそれぞれ小学校、中学校は、科目とし

て入っているんでしょうか。 

 

 はい、それぞれ維持管理事業の中に光熱水費等も含まれております。 

 

 規模が大きければ大きいほど、10％以上が値上がると思うんですけれども、その辺も含め

て考えていらっしゃるということなんでしょうかね、これは。 

 

 電気代の値上がり分というのは、これは教育費に限らずですね、今回の一般会計の中の部

分では、その分、かさ上げしているような計算になっております。ただ、小学校費、中学校

費の中では、各学校に昨年からデマンドという機器をつけまして、大分削減に各校努めてい
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ただいた結果ですね、かなり消費電力が抑えられたということもありまして、今回の予算に

はね返るようなですね、増額というのは出なかったということ、結果的にはそういったこと

になります。 

 

 はい、わかりました。デマンド装置で管理なさっているんですね。 

 

 そうですね。 

 

 はい、わかりました。 

 

 ほかに何か御質疑、御意見ありませんか。 

 

 直接予算とは関係ないかもしれないんですが、児童青尐年課の課長もいらっしゃっている

ので、青尐年会館まつりを昨年やられて、社会教育課のほうも青尐年会館をどういうふうに

使うかという審議をずっとされていたと思うんですけれども、青尐年会館まつり、久々にや

られて、非常に子どもたちの参加も多く、地域の学校も随分協力されたというふうに聞いて

いますので、ちょっと報告いただいて、簡単で構いませんので、今後の社会教育との関連、

学校教育との関連に何かヒントをいただければと思っていますが。また来年度への取り組み

なんかもちょっと伺えれば。 

 

 児童青尐年課の青尐年会館講座事業経費の中で15万円の予算をいただいております。本年

度は予算のない中で、子どもの日の集いの経費をそのまま充ててですね、青尐年指導員の委

託事業として行いましたけれども、来年度につきましては青尐年会館の運営事業の中で、や

り方としては実行委員会方式を考えて、メンバーを募集して、青尐年指導員の方を中心とし

たことになると思いますが、15万円の予算を計上させていただいて実施する予定です。 

 

 もしよかったら昨年度の簡単な報告をいただければ。 

 

 昨年ですね、青尐年指導員の委託事業という形で行ったんですが、そこの皆様方の協力を

得て、中学校・小学校・高校の実行委員を募集しました。結果的に逗子高校の有志の方が主
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に集まっていただいて、華道部と演劇部、Ｚセレック、それから有志の生徒と会館のサーク

ルグループが一緒にイベントを行った。事業を委託した、青尐年指導員が担っていただいて、

綿菓子の機械ややきそばなどの模擬店をだしました。子どもたちが工夫して、綿菓子の券を

無料で配布することによって、かなりたくさんの方が入場していただいて、そこに大人と子

どもが一体となった運営が非常によかったと。また、そこでほかの事業を一緒にやったとい

うところですかね、資源循環課の事業である枝のチップ化をする機械を展示したんですね。

それが好評でした。あまり子どもになじみのない、別の企画を人がいっぱい出たところでや

ることによって、全く関係ない事業まで勉強できたということで、子どもだけのものでも、

市の事業も周知されたということがありましたので、人が来るところで、なかなか人気のア

イテムを市がやるということが勉強になったということがあります。 

 

 ありがとうございます。 

 

 私もちょっと。青尐年指導員のお話出ていましたので。先ほどの教育長報告の中にありま

したディベート大会がありました。そこの中で、毎年私申し上げているんですけれども、デ

ィベート大会で行っているディベートで参加している学生たちのスキルアップ、大変すばら

しいなと思うんですけれども、それ以外にあの調べて発表していることが非常にわかりやす

くて、市民多くの方にもっと聞いていただきたいなと。そういうようなディベート大会の開

催の仕方みたいなものは、つくれないだろうかというようなことを申し上げてきたことがあ

るんですけど、そういったことについて、もっと市民の方に周知していただくような取り組

みが平成24年度以降お考えになるのかどうか。今のお話の御発言の中に、関連してどんどん

どんどん広がっていくようなイメージを持たれていますので、そういった意味で何かありま

したら、御意見として伺いたいんですけれども。 

 

 非常に広報のやり方が社会教育もそうなんですが、そこに興味がある人しか来ないという

ところが、新しい人が来ない。また学校関係者が主な部分なんですね。ディベート関係です

と、生徒、中学生が出ますので、その団体に関係する人しか集まらない点がありますので、

やはり周知としては「広報ずし」ですね、広報板、いろいろなところでＰＲはしてるんです

けれども、なかなかなじみがないことがあります。ですから、先ほどの青尐年会館まつりの

ケースでいけば、やはり他のイベントの中で紹介する機会をとっていく方法は非常に有効だ
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ったと感じますので、小さな形でもいいんですが、プレゼンをするような形を考えていきた

いと思っておりますけども、まだ具体的にどうするかというのは、なかなか。むずかしいで

す。 

 

 ほかに何か御質疑、御意見はありませんか。 

 

 １つだけお伺いしてよろしいですか。文化活動振興事業の中で、まちなかアカデミー開校

に向けてという文言があると思うんですが、まちなかアカデミーに関しては前回、市長との

懇談会の中でも若干まちなかアカデミーが来年度動くのでということはちょっとお伺いした

んですね。ちょっとその予算を起点としていただくと、まちなかアカデミー委託料として45

万という、これは委託というのは、委託先はどういうところに委託する、ちょっとそこだけ

お伺いしたいんですけれども。 

 

 まちなかアカデミー市民の会という会がございまして、今、その会にモデル事業として委

託をしております。 

 

 それは、いつから市民の会が動き始めているのでしょうか。 

 

 動き始めたのは平成22年の秋からです。 

 

 じゃあ、もう既に１年半くらいですね。 

 

 いかがでしょうか。もう１点、私、質問します。学校の施設についてなんですけれども、

ＰＴＡの関係の方とかが活動する場所がないとか狭いとか、そういう話をよく耳にします。

また、学校支援地域本部が本格的に活動、本格的になっていく中で、地域の方々をどんどん

学校に集まっていただいて、活動を積極的に行うに当たって、そこの活動の場が確保されて

いない現状があるのではないかなと思うんですが、その辺についてはいかがでしょうか。ま

た、ここに書いてある新しい久木中学校の施設について、そういったものができているのか

どうか、お聞きしたいと思います。いかがでしょうか。 
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 例えばＰＴＡのための部屋ですとか、そういったものは各学校、非常に工夫されてという

か、ある種、御苦労されていながら確保されていると思っております。ただ、今回の久木中

学校のように、生徒増によってキャパがぎりぎりまできているような状況もありまして、以

前の学校とは違うのは、尐人数の教育のためのスペースですとか、特別教室の確保ですとか、

かなりいろいろな要素がある中で、なかなか余裕を持った空間をつくるのは非常に難しいと

いうのが現状でございます。今回の久木中学校の別棟の工事につきましても、かなり厳しい

予算の中で対忚しているというところでして、なかなかその部分にスペースをあけるという

ことは難しいんですが、その辺はやはり学校側とですね、調整をしながら、今後も対忚して

いきたいと思っております。 

 

 ほかに何か御質疑、御意見ございますか。 

 よろしいですか。よろしいようですので、本件については承認することでよろしいでしょ

うか。 

                （ 全員異議なし ） 

 御異議がないようですので、承認することに決定いたしました。 

 

 

 

 続きまして、日程第10「議案第１号逗子市文化振興基本計画調査・評価委員会規則の制定

について」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

 議案第１号逗子市文化振興基本計画調査・評価委員会規則の制定について御説明いたしま

す。 

 昨年の２月の本定例会におきまして、逗子市文化振興基本計画の策定につきまして御承認

いただき、現在１年が経過しているところでございます。その計画及び逗子市文化振興条例

に基づきまして、今後現在の運営組織を推進する組織と評価する組織の２つに分けていく予

定でおります。推進組織につきましては要綱による懇話会形式で行いまして、調査・評価委

員会につきましては規則による運営を予定しているため、今回提案させていただきました。

よろしく御審議お願いいたします。 
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 本件につきまして、御質疑、御意見ございますでしょうか。 

 

 規則自体はこういう形の大枞だと思うんですが、今後実際にこの調査・評価が始まるに当

たっては、先ほどの懇話会ですか、今後の振興とどのようにリンクさせていくかですとか、

あとはこの委員の方の構成ですとか、そういった選び方ですとかね、そういったものをぜひ、

有効的なものにするための検討というんですか、そういったものをしていただきたいと思う

んですが、そういった検討をする場というのはどちらになりますか。 

 

 もともと文化振興基本計画をつくるときには、策定等検討委員会を設置してございました。

昨年２月にこちらの定例会で御審議いただきました後なんですが、その後の整理で現在は策

定等検討会がありまして、要綱によって、懇話会形式で運営しております。本年度既に４回

の会議を開催させていただいておりまして、その中で今後の改正について決めさせていただ

きました。 

 

 いかがでしょうか。 

 

 素朴にお伺いしていいですか。ちょっと先ほどのお話の中では、この規約の中で、委員会

は委員５人以内をもって組織するという形になっていると思うんですが、５名になるのか４

名になるのかというのは、今後の決定だと思うんですが、先ほどの予算の中に、この委員の

方々、予算が14万1,000円という金額なんですね。14万1,000円で、具体的な金額が出ている

場合、これは５名を想定した予算なのか、４名を想定した予算で、もしそこら辺はどういう

ふうな予算になっているんでしょうかという素朴な 

 

 予算上は４名でございます。これまでの会議の経過の中で、４人で良いのではという議論

になりました。 

 

 もしそれが人数が増えた場合は、補正を組むとか何かの形になってくるわけですか。 

 

 そのようになります。 
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 ほかに何か御質疑、御意見はありませんか。 

 よろしいですか。御質疑、御意見がないようですので、これより表決に入ります。議案第

１号については、可決することでよろしいですか。 

                （ 全員異議なし ） 

 御異議がないようですので、可決することに決定いたしました。 

 

 

 

 続きまして、日程第11「その他」を議題といたします。 

 その他、議事として何かありますか。 

 

 それでは、スポーツ課からチャレンジデー2012を御説明いたします。 

 このイベントは、毎年５月の最終水曜日に実施されているスポーツイベントで、今回、逗

子市で初めて参加しようとするものです。同時に、財団法人逗子市体育協会を始め小・中学

校等の御協力もお願いするつもりでございます。 

 チャレンジデー2012の企画書案をもとに説明させていただきます。まず１枚おめくりくだ

さい。チャレンジデーとはということですけれども、毎年５月の最終水曜日に、人口規模が

ほぼ同じ自治体・地域間で、午前０時から午後９時までの間に15分間以上継続して運動やス

ポーツなどの身体活動を行った住民の参加率を競い合い、敗れた場合は対戦相手の自治体の

旗を庁舎のメインポールに１週間掲揚するということによって行われる住民参加型のスポー

ツイベントになります。主催は、笹川スポーツ財団と参加する各自治体になります。後援は

文部科学省以下になります。2011年度の参加の自治体は103となっております。1993年から

この取り組みは続いておりまして、今回で20回目を迎えたこととなり、東京都と神奈川県の

参加の実績は今までございません。今年度の実施日は５月30日の水曜日になります。 

 次のぺージをごらんください。昨年度、カテゴリー４といいまして、逗子市と大体同程度

の人口規模の参加の自治体は以下のとおりとなっておりまして、平均参加率が40.4％となっ

ております。 

 次のぺージをごらんください。逗子市の参加につきまして、目的、期待される効果といた

しまして、運動やスポーツを通じて住民の健康に対する意識を高める。以下ありますけれど
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も、今年の３月に策定予定であるスポーツ推進計画事前ＰＲといたしまして、最後のほうに

なりますが、この24年度は計画実現への第一歩としては適しているのではないかと思います。 

 それから次のぺージをごらんください。実施予定として、協力の依頼につきましては、財

団法人逗子市体育協会を初め、スポーツ推進員協議会、小・中学校、高校、幼稚園・保育園、

自治会、地域連合会、商工会、社会福祉協議会、スポーツ推進審議会等となっております。

予算といたしまして、大体60万円前後となっており、そのうち笹川スポーツ財団からの補助

金が初年度で90％の上限55万円がいただける予定となっております。提供グッズといたしま

しては、ポスター250枚、以下のとおりとなっております。 

 次のぺージをごらんください。それでは実際何をやるのかといいますと、実施内容といた

しまして、この段階では事務局案でございます。逗子アリーナ、市民交流センター内の屋内

温水プールの無料開放ですとか、うみかぜクラブ無料体験会ですとか、小・中学校におきま

しては、昼休み・放課後のスポーツタイムをしていただく。これはチャレンジデーの規定に

よりまして、学校の場合、授業あるいはクラブ活動は対象外となっております。それから保

育園・幼稚園などではスポーツタイム等を確保していただき、体を動かしていただきたいと

考えております。 

 次のぺージは、助成対象となる経費ですが、人件費から、保険料等まで対象となる予定で

ございます。 

 次のぺージ、予算内訳につきまして、これもまた事務局案でございますので、今後会議に

おいて煮詰めていきたいと思います。 

 次のぺージ、その他でございますけれども、大会規定に補助金をもらう場合、実行委員会

の立ち上げが必須になっておりまして、その会長には市長がなっております。 

 次のぺージをごらんください。その実行委員会のスケジュールです。昨日２月15日に第１

回逗子市チャレンジデー実行委員会を開催いたしました。概要を説明した後、実行委員会の

御承認をいただきまして、平井市長が会長、副会長に教育長及び財団法人逗子市体育協会の

松永会長が就任し、実行委員といたしまして逗子小学校長会会長、ズシップ連合会会長、商

工会会長、地域体育団体協議会会長、レクリエーション協会会長、社会福祉協議会会長、ス

ポーツ推進協議会会長がそれぞれ委員になっていただきました。 

 皆様方の意見を伺いまして、逗子市におけるチャレンジデーのテーマと目標を決定いたし

ました。テーマといたしましては、逗子市スポーツ推進計画の基本理念を引用いたしまして、

スポーツを楽しむまち逗子の新たな一歩「チャンジデー」といたしました。また、今回の目
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標は、昨年度逗子市と同程度の人口規模の平均参加率を住民参加率40％を目指すといたしま

した。平成23年度で、今後２回の実行委員会を開催し、さらなる詳細を検討する予定でおり

ます。 

 以上です。 

 

 本件につきまして何か御質疑、御意見ございますでしょうか。 

 

 ２点ぐらいお伺いしてもいいですか。１つは住民の参加率、目標として40％。これはどう

やって計算するのかなという。個々人の申告なのか、組織なのかというのが１点と、もう一

つ、一番最初にありました対戦相手の自治体の方もメインポールに掲げるという、この対戦

相手の自治体というのは、どういうプロセスで決定されるのか、ちょっと２点教えていただ

きたい。 

 

 実は申し込みが２月の中ごろまでということになっていまして、この後ですね、こちらの

企画書に出ているんですけれども、２月29日が参加の申し込みを締め切った後で対戦相手を

決める抽選会を行います。ここで、逗子市との相手が決まります。そことの対戦を５月30日

にして、勝ったほうの市が負けたほうの市へ旗を送ります。１週間メインポールで掲揚して

いただきます。それとあと参加なんですけれども、実際に各団体へお願いする、体育協会を

はじめとする方たちには、イベント等参加人数をあらかじめ把握できると思うんですけれど

も、それ以外の方も個人参加レベルでは、参加把握として現時点での考えでは、「広報ず

し」に参加券を印刷しまして、それに記入していただいて、市内の出先機関、公民館ですと

か青尐年会館、市役所に回収ボックスを置くですとか、そうした中で個人の方の参加を把握

する予定になっております。ただ、今後の実行委員会でもっといい方法があれば、検討した

いと考えています。当日の夜９時に締め切って、10時に報告しなければいけませんので、あ

まりばらばらに置いていても回収できなくなるので、その辺が検討課題になります。 

 

 よろしいですか。教育委員会としてやはり学校関係、そういったところへの協力を仰がれ

ていくんだと思うんですね。平日なので、体育の授業も該当するのかな。あと部活動とかで

すね、そういったところがどうなるかというのと、そういった学校関係への協力と学校側の、

気になるところは負担ですとか、そういったところが１点と、もう１点は、個人で参加した
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場合の参加のモチベーションとなるような見返りというと何ですけれども、それが物であっ

たり、参加していることの意義であったり、いろいろだと思うんですが、そういったものが

過去に、ほかの地域でやっていますのでね、どういう形でそういった参加のモチベーション

を持たれているのかというところと、あとこの事後のワークショップってあったんですけど

も、やはり参加したことでどんな成果があったかというところが、特に個人で参加される方

というのは、重要だったり、今後につなぐところに、ただその日だけではなくて、今後の逗

子の活動にも、どのように、参加したことへの達成感、充実感というのを、どういうふうに

周知されていくかというところは重要かなというふうに思いますので、もっとそこを見て、

現状の部分があれば、そこを伺いたいのと、なければちょっとそれを盛り込んだ形で、これ

からの実行委員会で検討していただければと思います。 

 

 まず、規定により授業とクラブ活動は対象になりません。その辺、小学校校長会の会長さ

んも出られているので、意見を伺いながら検討したいと思います。あと、個人レベルの参加

のモチベーションなんですけれども、やはりやっていただくからには、参加賞をそろえてお

きたいと思っています。今回初めて、逗子市では初めてなんですけれども、その日一日で終

わらないように、モチベーションが次回さらに高くなるように伝えられたらいいなと思って

おります。 

 

 いかがでしょうか。 

 

 なぜ授業が対象にならない。何か…。 

 

 参加者の主体性とか、そういう意味合いだと思います。 

 

 もし社会教育が何かスポーツ事業として組んだら、それも対象にならない。社会教育か何

か、イベント型に組んだ場合に、それはいいんですね。 

 

 イベントとしては認められますが、何故かクラブ活動と授業はだめなんですね。 

 

 その基準は何が違うんでしょうというのが、ちょっと。 
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 いずれにしても、その手段と目的がね、明確に、こういうこのために逗子市がこのチャレ

ンジデーに取り組んでいくんですよということを高らかに宣言して、市民多くの人たちのモ

チベーションがみずから上げられるような、そういう取り組みを大きくうたい上げてほしい、

そんな気がします。 

 ほかに何かございますか。よろしいですか。ほかに何かありますでしょうか、その他とし

ては。 

 

 「忘れない、つなげていく3.11逗子６万人のキャンドルを灯そう」キャンペーンの実施に

ついて、御報告と御説明をさせていただきたいと思います。 

 逗子市では、東日本大震災発生から１年を迎える平成24年３月11日、「忘れない、つなげ

ていく」をキーワードに、被災者支援に寄与するため、キャンペーンを行うことといたしま

した。企画の内容といたしましては、2011年３月11日、まちじゅうの明かりが消え、私たち

は東日本大震災を経験しました。３月11日は被災地の方や支援に携わった人ばかりでなく、

逗子市にとっても決して忘れられないものとなります。そのため、この日を特別な日として

位置づけ、14時46分に市長からのメッセージ発信、それにつきましては逗子市がどのような

形で防災を考えているかなどのことを市民にお伝えする予定でございます。夜には市内各所

で開催される、イベントで、キャンドルナイトを実施いたします。また、逗子市全体の雰囲

気を作るため、また、被災地支援団体を後押しするための情報の発信を、これまでとは違っ

た雰囲気のキャンペーン特設ホームぺージ、チラシなどで広報活動を行い、市全体での意義

づけを行う。また、「忘れない、つなげていく3.11逗子６万人のキャンドルを灯そう」キャ

ンペーンを、いろいろな形で実施をしていく予定でおります。内容につきましては、現在ま

だ固まっているところがございません。詳しくは２月18日にアップされるホームぺージ、ま

た３月号広報と同時に配布されるキャンペーンチラシをごらんいただきたいと思います。ホ

ームぺージにつきましては、随時更新していきますので、こちらのほうで御確認いただきた

いと思います。なお、この企画につきましては、２月16日に東日本大震災被災地支援活動支

援プロジェクトチームを市民協働部に設置いたしまして、職員の公募で集まった11人の若手

職員がメンバーとなって作成したものです。説明は以上でございます。 

 

 ありがとうございました。本件について御質疑、御意見はありませんか。 
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 これは教育委員会として考えるべき具体の事業というのは、ないということでよろしいで

すか。 

 

 今の企画の中では。 

 

 いかがでしょう、よろしいですか。 

 

 感想と意見としてなんですが、１つは、先ほどのチャレンジデーもあわせてですね、いわ

ゆる横のつながりを踏まえたさまざまな企画をやられているんだなというところは、逗子市

のそういった前向きな、活況な感じを非常に受けています。そういう取り組みをあちこちで

されているというところは、非常に評価できるものなのではないかなというふうに思ってい

ます。今、いわゆる日本全国的ですかね、つながろうとか横の連携ということを言われてい

ますので、教育委員としてはこういった横のつながりをまず大人が企画したものが子どもた

ちにうまく反映できるような意識を持ちたいなというところが感想です。どうしても現状、

今までの流れが個々の技能を高めるとか、個々のいわゆる知識量をふやすとか、割と個人の

レベルアップに向かっていた時代が長かったかなという感想を持っているんですが、それだ

けでは結局コミュニケーション能力がなくて、優秀な子が不登校になるとかいった現状、ま

さかという子が暴力をふるったりということはあると思いますので、そういった個々の技能

のアッププラスそれを横につなげていくというところをまず大人たちが示して、うまく学校

教育ですとか、そういうところに反映していけたらいいなという感想と、あとは特に3.11の

イベントなんですが、時間もないというところでは、中途半端になってしまうと、逗子市全

体の部分、イメージダウンにもなるかなというところはちょっと危惧しているところです。

中途半端にならないような準備が必要なのかなというのは、ちょっと感想なんですけども。

以上です。 

 

 私もこの3.11というのは、本当にこれから年を増すごとに大きな意味を持ってくるように

なるだろうと感じますが、その中でやはり、教育委員会として見るならば、これが広い意味

での教育もしくは学習活動と今後どうリンクしていくのかということは、すごく大切だろう

と思っております。そんな中で今、この企画書を読ませていただくと、改めて静かな時間を

過ごしてもらうとか、静かな時間を過ごすことによって、あの日のことを思い出す機会を創



 29 

出できるとか、また今後の生活のあり方を見直すことができる。また、いつか逗子にも来る

だろう大地震への対忚を真剣に考える契機となるという意味で、非常に大切な部分、キーワ

ードが書かれているなというのは改めて感じるんですが。それで見ますと、１番に書かれて

いる企画の趣旨、目的というところを読んでいくと、「忘れない、つなげていく」キーワー

ドに、被災者支援に寄与するためのキャンペーンを行うという、何か目的が被災者支援とい

う言葉だけに収れんさせてしまっているのが、ちょっと気になる。被災者支援というのは大

切なんですが、ただ被災者支援だけではこの問題は済まない問題が今、育ってきていますの

で、後ろに書かれているような項目も、きちっとこの目的の中に記載していただけたら、私

はすごくうれしいなというのが正直感じたところです。以上です。 

 

 どうでしょうか、今のお二人の委員の意見に対して、御回答いただけますか。 

 

 桑原委員の意見と同じように、市民協働部では横のつながりというのを意識して、スポー

ツ推進についても市民の活動をつなげて市民との協働により推進を図ろうと考えています。

拡張性もあるので今後発展していくのではないかというふうに考えます。あと中途半端にな

らないようにしっかりキャンペーンを企画していきます。 

 あと、山西委員の御意見につきましては、このプロジェクトの中では、かなり時間をかけ

て話をしておりますので、この中に書いていないようなことも多分なされていくのではない

かと思っています。私は直接担当していないので、今の御回答は難しいんですけれども、今

の御意見につきましては、企画からやっていく上での理念としては必要だろうと思いますの

で、御意見承りまして、今後に生かしたいと思います。 

 

 ありがとうございました。本件について、ほかに何かございますか。 

 よろしいですか。ないようですので、以上でその他については終わります。 

 ほかに何かお持ちの方いらっしゃいますか。 

 

 今の一つ手前のキャンドルのことと、あと教育長が一番最初にお話ししたところで、やっ

ぱり防災ということは、やはり考えていかなければいけないということで、今まで事前にち

ょっと委員の中でも話したこともあるんですが、それぞれの学校とか、それぞれの個人です

ね、それぞれ自分たちの防災ということは考えているんですけども、それの横のつながりで、
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これから逗子がどうやって防災に対して考えていくべき方向や手段を考えていくというのが

今のつながりの中ではないかというお話がちょっと委員の中でもありました。また、私の教

育委員としての一つの意見なんですけれども、各学校で引き取り訓練とかいろいろな避難訓

練とかなさっていると思うんですが、それが各学校でやっていることで、震災がもし起きた

としたら、同時に同じときに起きて、同じ災害を受けるので、引き取り訓練とかも逗子市内

の学校、幼稚園、保育園、教育施設、いろいろなところが同時にやるというのも一つ意義が

あるのではないかなという、ちょっと具体的なアイデアなんですけども。やはり一人のファ

ミリーの中に小学校にも子どもがいる、幼稚園にも、保育園にも、障がいの施設、老人施設

にも家族がいるという中で、その保護に当たる保護者または当人たちがどうやって動くのか

というのは、今、個々でやっているんですね。小学校の引き取り訓練は例えば月曜日、幼稚

園は水曜日というと、月曜日の小学校の訓練はうまくできる。水曜日のはできる。でも、そ

れって、当日、本当になれば全員同時になるので、そこで多分混乱や日ごろの訓練とは違う

ものが出てくるだろうなと。当日、３月11日は、その中でも民間や、あとは個人レベルの情

報の交換の中で、今、保育園には子どもが何人ぐらいいるだろうとか、小学校では何人ぐら

い残っている。学童ではこういうふうにしているみたいよというのを、アナログの情報で得

ていたわけですね。それが何とか3.11は逗子の中では最小の被害の中でできたわけですけれ

ども、それを総合的にやはり逗子の中で考えて、教育委員会が率先して福祉も巻き込んで、

逗子全体で訓練ができたらいいんじゃないかなと。引き取り訓練なんかを同じ日にするとい

うのは、あまり難しいことではないのかなと思うので、大きな、大げさな、全市民を動かす

というのはまだまだできないかもしれないけれども、学校、教育委員会が福祉に呼びかけて、

幼稚園に呼びかけて、私学に呼びかけて、同時に引き取り訓練やりませんかというのは、一

つの考えではないかなと思って、ちょっと提案してみたいなと思います。 

 

 今の御提案についての可能性についての回答は、いかがでしょうか。学校教育のほうで…

教育部長、お願いします。 

 

 各学校の避難訓練等につきましては、学校ごとに行事予定がいくつかございまして、忙し

い中で日程を組んで実施をしているところでございます。そういう中で、市内の公立・私立

を問わず保育園あるいは幼稚園、そして中学校、高校と保育園等を巻き込んで実施するとい

うこととなると、すぐには実施に移せないような感じはいたします。しかしながら、今、横
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地委員からの貴重な御意見でございますので、今後、横地委員のお力も借りながら、どうし

たら実施できるのかということを検討していきたいと考えております。 

 

 はい、ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 

 もちろんそうだと思います。もう年間計画も各団体でできているところだと思うので。た

だ、もし逗子全体が難しかったら、例えば池子地区とか何とか地区、久木地区というところ

でもいいのかなというふうには思いますが、それを着実に、尐しずつやりながら、全体でや

っていくふうにできればいいのではないかと思います。ありがとうございました。 

 

 じゃあ、前向きに御検討いただくということで、よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございますか。よろしいですか。ないようですので、以上でその他を終わりま

す。 

 次回の定例会についてですが、３月21日（水曜日）午前10時を予定しておりますが、決定

については改めて委員に御通知申し上げます。 

 それでは、引き続き11番に移ります。 

 

 

 

 日程第５「報告第３号県費負担教職員の任免の内申について」を議題といたします。 

 お諮りします。本件につきましては、県費負担教職員の４月人事に関する情報を取り扱う

ため、秘密会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声多数 ） 

 御異議なしと認め、秘密会といたします。よって、傍聴されております皆様及び議案に関

係する職員以外の方は退席をお願いいたしますので、暫時休憩いたします。 

                 （ 休      憩 ） 

                 （ 再      開 ） 

 

 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。これをもちまして教育委員会２月定例会を

終了いたします。ありがとうございました。 


